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Abstract：In　order　to　evaluate　the　male　removal　rate　and　effect　of　the　suppression　control　of　the

melon　fly，D. cucurbitae, by　cue－1ure　toxicant，sex　ratios　and　percentage　of　mated　females　were

investigated　in　a　southern　part　of　Island　of　Okinawa　where　the　control　had　been　conducted　for　six

months　in 1986．As　a　result，sex　ratios（male／female）under　the　control　reduced　and　it　was

estimated　about 90％ of　the　sexually　matured　males　were　removed　on　fifth　month　after　the　control

was　initiated．However，percentage　of　mated　females　did　not　reduce　on　that　time，suggesting　that

there　was　no　influence　of　the　control　on　the　reproductive　rate　of　the　natural　population。
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　南西諸島におけるウリミバエDacus cucurbitae

COQUILLETTの根絶防除は不妊虫放飼法により実施

されている。この際，不妊虫放飼に先立ちキュウルア

誘殺剤等によりあらかじめ対象地域の野生虫個体群密

度を低下させる密度抑圧防除が実施されている（岩橋

ら，1975；桐野ら，1986）。

　一方，同地域におけるミカンコミバエＤ．dorsalis

HENDELの根絶防除では，メチルオイゲノール誘殺剤

を使用した雄除去法により根絶が達成された（潮ら，

1982；KOYAMA et al., 1984；古茶，1986）。

これらの防除においては，いずれも雄成虫の誘引剤を

使用する点で共通している。そしてその防除効果につ

いては，これまでモニタートラップの誘殺虫数と寄主

植物の寄生果率をもとに判断されてきた。しかしなが

ら，野外において実際にどの程度，防除により雄が除

去され性比に偏りが生じるのか，また，どの程度，性

比に偏りが生じると野外個体群の増殖率に影響を及ぽ

すかについて論じられた報告は殆ど無い。この問題を

取扱った論文としては，僅かにKOYAMA at al.（1984）

が沖縄群島におけるミカンコミバエの根絶過程で，雄

のトラップ誘殺虫数が防除前の約100分の1まで低下

した時に寄主植物の寄生果率が低下し始めたことを報

告しているのみである。

　本論文では，ウリミバエ密度抑圧防除が実施されて

いるもとで，その防除効果を評価するために，野外に

おける成虫の性比および雌成虫の交尾率等について調

査した結果を報告する。

　本文に先立ち，有益な御助言を賜った沖縄県農業試

験場松井正春博士に厚く御礼申し上げる。また，実際

の防除に当たられた沖縄県ミバエ対策事業所および関

係市町村役場の担当者の方々の御尽力に対し敬意を表

する。

1．調査地域

材料および方法

　調査地域は沖縄本島南部のほぽ中心に位置する南風

原町とその周辺地域とした。同地域は海抜100m以下

の平坦地もしくは緩やかな丘陵地となっており，サト

ウキビ畑を主体として夏季にはニガウリ，ヘチマ等，ウ

リミバエの栽培寄主植物が点在している。

　同地域を含めた沖縄本島南部（11市町村，19,324

ha）におけるウリミバエ密度抑圧防除は，1986年5月

から開始された。防除は，畑地・原野等に対するキュ

ウルア綿ロ一プ剤投下による航空防除（13,580ha）と，

住宅地域に対するキュウルア・テックス板吊り下げに

よる地上防除（5,744ha）によって同年11月までの約

6ケ月間実施された。薬剤量および防除回数について

は，前者が1ヘクタール当り24－32本の割合で12回，

後者が1ヘクタール当り6枚の割合で10回であった。
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2．調査方法

　調査地域内に点在するニガウリおよびヘチマ圃場並

びにその周辺部の数地点から捕虫網によりウリミバエ

成虫を採集した。

　採集した成虫は，性を区別し，雌成虫については腹

部を解剖し，卵巣の発達程度および受精のう中の精子

の有無を調査した。生殖器官の摘出には実体顕微鏡（40

倍）を用い，スライドグラス上で生理食塩水を滴下し

て行った。卵巣の発達程度は林・小山（1981）に従っ

て8段階に分類し，また，受精のうについては，カバー

グラスで押しつぶした後，生物顕微鏡（600倍）で精子

の有無を観察した。

3．調査時期

　調査は，防除開始前の1985年7－8月と防除実施中の

1986年8月，10月に行った。なお，1986年10月中旬

から密度抑圧防除と併行して不妊虫放飼が開始された

が，調査は放飼開始直前まで行った。

結果および考察

　密度抑圧防除条件下で採集されたウリミバエ成虫の

性比を防除前のデータと比較してTable 1に示した。

その結果，防除前の1986年7－8月には性比（雄／雌）が

0.957で，雌雄ほぼ同数採集されたのに対して，防除中

の1986年8月，10月には，各々0.730，0.474と低下し，

キュウルア誘殺剤による雄除去の効果を反映している

ことが示唆された。

　Table 2では，採集された雌成虫の卵巣発育段階別

の交尾率をTable 1と同様に防除前後で比較した結果

を示した。その結果，ステージ3ないし4程度から交

尾個体が見られ，さらに卵巣発育が進むにつれてその

割合が高まる傾向が認められた。また，交尾可能と考

えられるステージ4以上の個体について，防除前と防

除中の交尾率を比較した結果は，いずれも80％以上と

なり，防除中に交尾率の低下傾向は認められなかった。

　卵巣発育段階別の交尾率の調査結果から，ステージ

1からステージ3までの個体はステージ4から8まで

の個体と比較すると交尾率が極端に低く，性的に未成

熟な状態にあると考えられる。このことから，キュウ

ルア誘殺剤防除の効果を野外採集虫の性比の偏りに

Table 1． Influence　of　suppression　control　by　Cue－lure　toxicant　on　sex　ratio　of　the　melon　fly，

D. cucurbitae

Month　of　collection
No. of　points
　collected

No．of　male
collected

　（A）

No．of　female
　collected

　　（B）

Sex　ratio

（A／B）

JuL－Aug．，1985
（Before　control）

　Aug．，1986 a

　Oct．，1986 b

7

12

8

289

176

102

302

241

215

0．957

0．730

0．474

a: Three　months　passed　after　the　start　of　suppresion　control.

b: Five　months　passed　after　the　start　of　suppression　control.

Table 2． Percentage　of　mating　of　the　female　melon　fly，D. cucurbitae among　different　stages

of　ovalian　development

Month　of
collection

Percentage　of　mated　female a（％）

Stage b 1　　　　2 3 4 5 6 7 8 4－8

JuL－Aug，，1985
（Before　control）

　Aug．，1986

　0ct．，1986

0　   　0 0 20．0　　　　63．6　　　　68．8　　　　88．2　　　　98．0　　　　81．7

0　　　　　25．0　　　　25．0　　　　67．6　　　　77．7　　　　96．3　　　　82．1

14．3　　　　50．0　　　　16．7　　　　95。2　　　　90．0　　　　95．2　　　　89．0

a : Percentage　of　females　having　sperm　in　spermatheca．

b : Ovary　stage　was　classified　according　to　HAYASHI　and　KOYAMA（1981）．
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Table 3．Innuence　of　suppression　control　by　Cue－1ure　toxicant　on　sex　ratio　of　the　mature　melon　fly，

　　　D. cucurbitae

Month　of　collection
No．of　mature

　male a
　　（A）

No．of　mature
　female b
　　（B）

Sex　ratio

（A／B）

Estimated　removal
rate　of　mature　male

　　　（％）

JuL Aug．，1985

（Before　control）

　Aug．，1986

　0ct．，1986

102

86

14

115

151

127

0．887

0．570

0．110

0

35．7

87．6

a : Mature　males　were　estimated　on　the　assumption　that　the　number　of　immature　male　was　equal　to　that

　of　immature　female，

b : Mature　females　were　classified　as　ovary　stage 4－8（HAYASHI　and　KOYAMA，1981）．

よって評価する際，未成熟個体の割合が多い程，性比

の偏りが小さくなると推察される。この点を考慮して，

性成熟している個体の性比に関する検討を行った。

　これまでの実験から，27℃温度条件で，10世代飼育

虫のキュウルアに反応する個体の割合と野生虫の累積

交尾率は，いずれも羽化後5日目から上昇し15日目頃

平衡に達することが分かっており，雄成虫のキュウル

ア反応日齢と交尾日齢はほぽ一致するものと考えられ

る（浜田，1977；SUZUKI　and　KOYAMA，1980）。一方，

雌成虫の卵巣発育もこれらと同様な傾向を示し，27℃

温度条件で，野生虫の卵巣はやはり羽化後5日目頃か

ら15日目頃にかけて急速に発育が進むことが分かっ

ている（SUZUKI　and　KOYAMA，1980；岩泉，未発表）。

　これらの実験結果から判断すると，今回野外で採集

された雄成虫のうちには，雌成虫の生理齢の調査結果

と同様，キュウルアに反応しない未成熟な個体が含ま

れていることは明らかである。また，未成熟雄はキュ

ウルアに誘殺されないことから，未成熟雌とほぽ同数

存在すると推定される。そこで，卵巣ステージ 3以下

の未成熟雌と同数の未成熟雄がいると仮定して，性成

熟していると考えられる個体のみの性比を計算した結

果をTable 3に示した。その結果，防除中の成熟個体

の性比（雄／雌）は，全体の性比を求めたTable 1の結

果と比較して低く，性比の偏りが顕著であった。また，

防除前の性比から防除中の性比を引き，防除前の性比

で割ることにより，防除中の成熟雄の除去率を算出し

た。その結果，防除開始5ケ月経過後の1986年10月

の成熟雄除去率は87.6 ％と推定された。

　岩橋ら（1975）は，久米島におけるウリミバエ密度

抑圧防除において，キュウルア綿・一プ剤投下（41本／

ha・1ケ月，4ヵ月間）と一部多発生地域に対する月2

回のプロテイン剤散布により，野生雄個体数が高密度

時の20分の1以下に低下したことを報告している。ま

た，谷口ら（1988）は，沖縄本島中部の与勝半島およ

び近接する離島3島においてキュウルア綿ロ一プ剤の

単独施用（40本／ha・1ケ月，4ヵ月間）による実験防

除を行い，防除区のトラップ誘殺雄数が対照区と比較

して100分の1まで低下したことを報告している。

　沖縄本島南部の密度抑圧防除では，キュウルア綿

・一プ剤の単位面積・時間当り投下量が上記の防除水

準とほぽ同程度（36－48本／ha・1ケ月）であった。今

回の調査では，地域が限定されているが，野外で採集

された成虫の性比，齢構成等から，防除開始5ヵ月後

には成熟雄成虫の約9割が除去されたものと推定され

る。沖縄県が防除と併行して実施しているトラップ調

査で，南部地域全体の誘殺雄数は平年の10分の1から

15分の1で推移しており，今回の推定結果とほぽ一致

する。このことは，キュウルア誘殺剤の防除効果を評

価する際，野外で採集された成虫の性比の偏りが一つ

の指標となりうることを示唆している。一方，同時に

調査した雌成虫の交尾率は，防除前と比較して低下傾

向は認められなかった。

　以上のことから，密度抑圧防除により野生雄個体数

を低減し不妊虫放飼効果を高めるという目的はある程

度達せられたと考えられる。しかし，成熟雄の9割程

度を除去しても交尾率の低下が認められなかったこと

から，野外個体群の増殖率の低下をもたらすまでには

至らなかったと判断される。
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